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だ い せ ん広 報広 報広 報

災
害
廃
棄
物
、
い
わ
ゆ
る「
が

れ
き
」の
受
け
入
れ
を
表
明

し
た
大
仙
市
。が
れ
き
は
、
秋
田
県

と
岩
手
県
が
締
結
し
た「
が
れ
き
の

広
域
処
理
に
関
す
る
基
本
協
定
」に

基
づ
き
処
理
さ
れ
ま
す
。大
仙
美
郷

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
花
館
）の
焼

却
余
力
を
使
い
、分
別
・
破
砕
さ
れ

た
木
質
可
燃
物
を
１
日
10
㌧
、２
年

間
で
最
大
５
２
０
０
㌧
を
処
理
す

る
計
画
で
、焼
却
灰（
主
灰
・
飛
灰
固
化

物
）は
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場（
南

外
矢
向
）に
埋
め
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

が
れ
き
の
本
格
受
け
入
れ
を
前

に
、
安
全
性
を
再
度
確
認
す
る
た

め
に
実
施
し
た
試
験
焼
却
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

安
全
性
を
確
認

  

試
験
焼
却
、事
前・事
後
調
査

①
事
前
調
査

　
３
月
13
日
、が
れ
き
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
濃
度
や
遮し

ゃ

蔽へ
い

放
射
線
量
率

（
自
然
界
に
あ
る
放
射
線
の
影
響
を
受
け

に
く
い
鉛
の
箱
の
中
で
測
定
し
た
放
射
線

量
）、宮
古
市
藤
原
ふ
頭
内
の
選
別
・

破
砕
エ
リ
ア
の
空
間
放
射
線
量
率
、

エ
リ
ア
境
界
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度

な
ど
を
測
定
。い
ず
れ
も
「
秋
田
県

に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
定
め
る

目
安
値
を
大
幅
に
下
回
り
ま
し
た
。

②
試
験
焼
却

　

３
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
、
一

般
公
開
さ
れ
行
わ
れ
た
試
験
焼

却
。ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
最
終

処
分
場
周
辺
の
住
民
な
ど
、
延
べ

44
人
が
作
業
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

が
れ
き
は
19
・
75
㌧
で
一
般
ご

み
１
３
４
㌧
と
混
合
し
、
26
日
午

後
６
時
か
ら
48
時
間
か
け
て
焼

却
。同
時
に
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
、塩
化
水
素
、窒
素
・
水

素
酸
化
物
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
測
定
の
た
め
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ

採
取
も
行
わ
れ
ま
し
た
。（
４
月
９

日
現
在
測
定
中
）

　

焼
却
後
に
は
焼
却
灰
中
の
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
を
測
定
。が
れ

き
混
入
前
の
濃
度
と
ほ
ぼ
同
じ
数

値
と
な
り
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。埋
め
立
て
に
先
立
ち
、ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
最
終
処
分
場

周
辺
の
住
民
に
測
定
結
果
を
報

告
。焼
却
灰
約
18
㌧（
推
定
）を
最
終

処
分
場
に
埋
め
立
て
ま
し
た
。

※
試
験
焼
却
の
詳
細
は
２
、３
ペ
ー
ジ

を
参
照

③
事
後
調
査

　

４
月
５
日
、ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

と
最
終
処
分
場
内
、
両
施
設
敷
地

境
界
の
空
間
放
射
線
量
率
や
周
辺

土
壌
、地
下
水
の
放
射
性
物
質
濃
度

な
ど
を
調
査
。試
験
焼
却
前
と
ほ
ぼ

同
じ
数
値
と
な
り
ま
し
た
。

本格受け入れを前に安全性を再確認

災害廃棄物の試験焼却を実施

【問い合わせ】
 環境交通安全課 ☎ 0187-63-1111内線 275
 大仙美郷環境事業組合 ☎ 0187-62-1749
【ホームページ】
 大仙市　www.city.daisen.akita.jp
 大仙美郷環境事業組合　www.dmkjk.jp

※広報の印刷製本スケジュールの都合により、各測定結果の
数値は、今回のお知らせ版と一緒に配布される「災害廃棄物
の試験焼却の結果について」に掲載しています。
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岩手県宮古市・藤原ふ頭の分別プラントから、事前調
査で安全性を確認後、選別・破砕されたがれき（木質可
燃性）を積み込む。積載車両左右の空間放射線量率は
0.04～0.06マイクロシーベルト／hで、秋田県の通常
レベル（0.03～0.09マイクロシーベルト／h）の範囲内。
がれきが飛散しないようシートで覆い、車両後部の
「あおり」はパッキン処理され、がれきの落下を防止。

分別・破砕プラントから搬出1

細心の注意とチェック

がれき試験焼却の工程
宮古市
↓

大仙市

測定を終えた車両が１台ずつ入場
焼却施設（ごみピット）内にがれきを投入

焼却施設にがれきを投入3
藤原ふ頭を出発後、東北自動車道北上JCTから
秋田自動車道、大曲ICから国道105号で大仙美
郷クリーンセンターへ搬入。
大仙美郷クリーンセンターのプラットホーム
入場前に積載車両左右の空間放射線量率を測
定。0.04～0.06マイクロシーベルト／hで秋田
県内の通常レベルの範囲内で、安全性を確認。
クリーンセンターと最終処分場に近い花館上大
戸、下大戸、南外大向の３自治会長が立ち会い。

空
間
放
射
線
量
率
を
測
定

2

一般廃棄物とがれきを混ぜ合わ
せる作業を行い、焼却を開始。

攪
かく

拌
はん

・焼却4

排ガス中のダイオキシン類、
塩化水素、窒素・水素酸化物、
放射性セシウム濃度を測定
するためのサンプリングを
実施。

がれき焼却中の
排ガスサンプル採取5

がれき焼却中の
敷地境界の空間放射線量率を測定

試験焼却中に、クリーンセンター敷地境界の空
間放射線量率を測定。
試験焼却前に行われた事前調査結果（0.03～0.05
マイクロシーベルト／h）とほぼ同じ（0.04～0.05マイ
クロシーベルト／h）で、秋田県の通常レベルの範
囲内で問題のない数値。

6焼却灰（主灰、飛灰固化物）の放射
性セシウム濃度を測定。
飛灰固化物については、がれ
き混入前（35ベクレル／kg）とほ
ぼ同じ数値（37ベクレル／kg）
これまで埋め立て処分してい
る一般ごみの焼却灰とほとん
ど変わらず、安全性を確認。
（主灰からは、がれき混入前後とも
放射性セシウム不検出）

焼却灰を公開・測定7 主灰（燃え殻）

飛灰固化物（ばいじん）
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埋め立て前に、花館上大戸、下大戸、南外大向
の３自治会長に、焼却灰の放射性物質濃度が
焼却前の通常レベルとほぼ変わらなかったこ
とを報告。３自治会の計約100世帯には測定結
果の文書を配布し、報告。
焼却灰を埋め立てる最終処分場は、埋め立て
区画の底部と側部がコンクリートとアスファ
ルトシートによる二重遮水構造で、循環式無
放流システム（施設外へ水を放流しない）を採用。
また、埋め立て区画上部を屋根や壁で覆い、雨
水による浸出水を防ぐ。

埋め立ては、主灰、飛灰固化物ごとに埋め立て
箇所を区分し、処理期間内の埋め立て履歴を
記録。
焼却灰は50㌢の敷き土の上に置き、さらに灰
の上を50㌢の土で覆い埋め立てた。

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
焼
却
灰
を
搬
入
・
埋
め
立
て

9

放射性セシウム濃度を測定後、焼
却灰を主灰と飛灰固化物に分けてトラックに積載。
荷台の飛散防止装置と後部あおりのパッキン処理
により灰が洩れない構造になっているが、万全を
期すため荷台全体をさらにシートで覆う。
搬出前に車両左右の空間放射線量率を測定。0.04
マイクロシーベルト／hで、秋田県の通常レベルの
範囲内で問題のないことを確認。

焼却灰を搬出8

▶宮古市からの受け入れ・処理工程

宮　
古　
市

大　
仙　
市

災害廃棄物

可燃系混合廃棄物

破砕処理前の木片

破砕処理された木片

破砕処理された木片

焼　却　灰

焼　却　灰

処理作業 安全確認作業

粗選別

粗選別

選別・破砕

トラック
輸送

トラック
輸送

焼却

埋め立て

有害物質、危険物
の除去

【藤原ふ頭搬出時】
空間放射線量率測定

（作業ごと）

遮
しゃ
蔽
へい
放射線量率測定

（積荷ごと）

空間放射線量率測定
（輸送車両ごと）

放射性物質濃度測定
（破砕した木片）

【クリーンセンター
搬入後】

空間放射線量率測定
（敷地境界）

放射性物質濃度測定
（排ガス）

【クリーンセンター
搬出前】

放射性物質濃度
簡易測定
（焼却灰）

放射性物質濃度
精密測定
（焼却灰）

【最終処分場搬入後】
空間放射線量率測定

（敷地境界）
土壌・地下水等の放
射性物質濃度測定
（クリーンセンター、最終
処分場周辺および敷地）

災害廃棄物の処理工程

▶宮古市のがれき、基準を大きく下回る
宮古市から受け入れるがれき（木質可燃性）の放射
性セシウム濃度は、６ベクレル／kg。放射性物質
に汚染された物として扱う必要がない値として、
国際原子力機関（IAEA）の安全指標を参考に国が定
めた基準の100ベクレル／kgを大きく下回る結果
となった。
▶一般ごみの焼却灰と、ほとんど変わらない
飛灰固化物に含まれる放射性セシウム濃度は、試
験焼却前（35ベクレル／kg）と試験焼却後（37ベクレル
／kg）でほぼ同じ数値。これまで処分されてきた一
般ごみの焼却灰とほとんど変わらない。国が示し
た「東日本大震災により生じた災害廃棄物の広域
処理の推進に係るガイドライン」の安全に埋め立
て処分できるとされる基準の8,000ベクレル／kg
を大きく下回る結果となった。

試験焼却の結果から

 広報の印刷製本スケジュールの都合により、各測定結果の数値は、今回のお知らせ版と一緒
に配布される「災害廃棄物の試験焼却の結果について」に掲載しています。
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最
大
瞬
間
風
速
39
㍍

   「
春
の
嵐
」

猛
威
ふ
る
う

強
風
止
ま
ぬ
一
夜 

市
内
全
域
で
被
害
発
生

　

日
本
海
で
急
速
に
発
達
し
た
低
気
圧
の

影
響
で
、
４
月
３
日
夜
か
ら
４
日
に
か
け
て

激
し
い
風
雪
に
見
舞
わ
れ
た
大
仙
市
。

　

４
日
午
前
２
時
す
ぎ
に
は
、
最
大
瞬
間
風

速
39
㍍
を
記
録
（
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部
調
べ
）。各
地
で
屋
根
の
ト
タ
ン
が

剝
が
れ
る
な
ど
の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
倒
木
な
ど
に
よ
り
配
電
設
備
が
損

傷
。東
北
電
力
大
曲
営
業
所
管
内
で
は
、４
日

正
午
ま
で
に
、
お
よ
そ
１
万
２
０
０
０
世
帯

が
停
電
し
ま
し
た
。強
風
の
た
め
、復
旧
作
業

が
難
航
し
、一
部
の
地
域
で
は
、５
日
の
午
後

５
時
ご
ろ
ま
で
停
電
が
続
き
ま
し
た
。

全
庁
体
制
で
被
害
状
況
を
調
査 

風
害
で
生
じ
た
廃
棄
物
を
回
収

　

４
月
３
日
午
後
４
時
30
分
、
県
内
全
域
に

暴
風
雪
警
報
が
発
令
さ
れ
、
市
で
は
総
合
防

災
課
を
中
心
に
警
戒
態
勢
に
入
り
ま
し
た
。

　

風
の
勢
い
が
さ
ら
に
強
ま
り
、
最
初
の
被

害
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
４
日
午
前
１

時
に
災
害
警
戒
対
策
室
（
室
長
・
総
合
防
災
課

長
）
を
設
置
。▼
倒
木
▼
屋
根
の
ト
タ
ン
が

剝
が
れ
る
▼
車
庫
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
壊
れ

る
―
な
ど
の
被
害
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
大

仙
警
察
署
、
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部
、
市
消
防
団
と
連
携
し
、
被
害
状

況
の
把
握
と
危
険
箇
所
の
安
全
確
保
に
努

め
ま
し
た
。

　

４
日
午
前
５
時
ご
ろ
か
ら
は
、
倒
木
な
ど

に
よ
り
通
行
不
能
と
な
っ
た
市
道
を
把
握

す
る
た
め
、
全
庁
体
制
で
市
内
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
。倒
木
や
飛
来
し
た
屋
根
の
ト
タ

ン
な
ど
の
除
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
さ
ら
な
る
被
害
の
拡
大
が
予
想
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
午
前
８
時
40
分
に
は
対
策

室
を
災
害
警
戒
対
策
部（
部
長
・
総
務
部
長
）に

格
上
げ
し
、対
応
を
強
化
。

12

3

4

1強風にあおられ傾いた電柱と
屋根から剝がれ、電線に絡まっ
たトタン（神岡神宮寺）
2飛来物や倒木の影響で配電設
備が損傷。東北電力大曲営業所
管内では一時約１万2,000世帯
が停電
3屋根からトタンが剝がれ、飛ば
された被害報告は４月９日時
点で894件

4危険箇所を把握するため４日
早朝からパトロールを実施。塞
がれた市道の安全を確保する
ため緊急車両が出動（４日６時
ごろ・大曲四ツ屋）
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携帯電話登録用
２次元バーコード【ホームページからの登録】

www.city.daisen.akita.jp
「いざというとき」→防災メール登録ページ

携帯電話やパソコンに市の防災メールが届く
「防災ネットだいせん」に登録ください

　

風
の
勢
い
が
収
ま
っ
た
正
午
ご
ろ
か
ら

は
、
被
害
の
全
容
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
風
害
で
生
じ
た
廃
棄
物
の
回
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。

56
7
8

9 56小屋などが倒壊する被害も各
地で発生

7最大瞬間風速39㍍の強風を受け、
根こそぎ倒された木

 （仙北堀見内）
89倒壊した農業用のパイプハウ
ス。春の農作業の時期を控え、農
業被害も深刻

市内の主な被害状況
（４月９日時点）

○負傷者・・・・・・・・・・・・・・・・・
 （重傷者１人、軽傷者２人）
○倒木・・・・・・・・・・・・・・・・
○住宅・小屋屋根剝離・・・・・・・
○小屋等全壊・半壊・・・・・・・・・
○その他被害・・・・・・・・・・・・
○農業被害額・・・・・・・・

３人

355件
894件
50件
571件

約4,600万円

あなたの携帯電話やパソコンに市の防災
メールが届く「防災ネットだいせん」。
今回の風害では、強風への注意の呼び掛
けや停電の状況などを配信しました。
災害時の情報収集にぜひ活用ください。

　市の回収対象となっている廃棄物の
回収を業者に依頼する方には、費用の
全額を助成します。
◆対象／４月３日・４日の風害で自宅の
敷地内で被害が生じ、市から被害状況
の調査を受けた方で、①倒木②飛散し
た屋根のトタン③倒壊したパイプ車
庫・塀―の回収を業者に依頼する方

※事業所は対象となりません。
◆申請方法／各支所市民サービス課、
総合防災課に用意してある申請書に
必要事項を記入し、提出

※口頭での申請も可
◆申請に必要な書類等／
○廃棄物の種類と数量等を記した書類
○回収前の廃棄物の写真
○業者発注の際の見積書
◆補助金の額／回収費用の全額
◆注意事項／業者から領収書を受け取
る際、回収した廃棄物の品目と数量
の記入を依頼してください。

【問い合わせ・申請】
 各支所市民サービス課
 総合防災課 ☎0187-63-1111
 内線288・287・286

業者に回収を依頼する方に
費用の全額を助成します

　４月３日・４日の暴風雪では、市内全
域で大きな被害が生じたため、市では、
風害で生じた①倒木②飛散した屋根の
トタン③倒壊したパイプ車庫・塀―の
回収を行っています。
　回収は、被害状況の調査結果に基づ
き行っています。廃棄物の回収を希望
する方で、まだ被害状況の調査を受け
ていない方、または被害状況について
市役所と連絡を取っていない方は、各
支所市民サービス課、総合防災課にご
連絡ください。
※屋根に残っているトタン、農業用のパイプ
ハウスは回収対象となりません。

※住宅の修繕については、市の住宅リフォーム
支援事業の対象となる場合があります。詳し
くは市ホームページ（www.city.daisen.akita.jp）
をご覧になるか、建築住宅課（☎0187-66-4909）
に問い合わせください。

風害で生じた
廃棄物を回収しています
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123

生涯学習部 部長
（前教育指導部次長
兼教育総務課長）
佐藤　裕康

総務部
次長

兼財政課長
佐藤　芳彦

南外支所
支所長

伊藤　敏夫

市民部 部長
（前健康福祉部次長
兼福祉事務所長）
山谷　勝志

総務部
次長

兼防災管理監
郡山　茂樹

上下水道部
部長

（水道局長併任）
小松　春一

教育指導部
部長

小笠原　晃

総務部
部長

（前市民部長）
元吉　峯夫

新
部
長
級
・
次
長
級
職
員

（
異
動
の
あ
っ
た
部
長
級
・
次
長
級
職
員
を
含
む
）

市では、定期人事異動による適切な人員配置を行うことで、
市民の信頼に応え、市民ニーズに的確に対応できる体制を整えています。
また、より効率的な組織づくりのため、組織機構の見直しを行っています。
平成24年度の定期人事異動と組織機構の見直しについて概要を紹介します。

定期人事異動・組織機構の見直し平成24年度

４月からの新体制を紹介

市民の信頼に応え、市民ニーズに的確に対応できる体制を目指して

将
来
を
見
通
し

次
長
級
へ
の
登
用
を
推
進

幹
部
職
員
の
配
置

　

部
長
級
・
次
長
級
職
員
が
10
人
退
職
し

た
た
め
、
業
務
遂
行
能
力
や
経
験
を
考
慮

し
、
業
務
を
引
き
継
ぐ
職
員
を
配
置
し
ま

し
た
。ま
た
、将
来
を
見
通
し
次
長
級
に
新

た
に
12
人
を
登
用
し
ま
し
た
。

　

課
長
級
職
員
に
つ
い
て
は
、
年
功
序
列

的
な
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、
能
力
と
実

践
力
を
重
視
し
配
置
。女
性
管
理
職
登
用

を
推
進
し
、
課
長
級
に
新
た
に
３
人
の
女

性
を
登
用
し
ま
し
た
。

多
様
な
業
務
経
験
を
積
ま
せ
る

一
般
職
員
の
異
動
基
準

　

同
種
業
務
５
年
以
上
の
経
験
者
を
異
動

対
象
と
し
ま
し
た
。若
手
職
員
に
つ
い
て

は
、
多
様
な
業
務
経
験
を
積
む
必
要
が
あ

る
た
め
、
在
課
３
年
で
の
異
動
を
基
本
と

し
ま
し
た
。

地
域
住
民
へ
配
慮

支
所
の
職
員
配
置

　

各
支
所
か
ら
本
庁
、
他
支
所
へ
の
異
動

に
つ
い
て
は
、窓
口
業
務
を
は
じ
め
、地
域

住
民
に
配
慮
し
た
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、各
支
所
・
公
民
館
で
地
元
職

員
の
占
め
る
割
合
は
、69
％
と
な
り
ま
す
。
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健康福祉部次長
兼福祉事務所長
兼生活支援課長
上野　孝成

企画部
次長

兼総合政策課長
小松　英昭

生涯学習部
次長

兼スポーツ振興課長
滝沢　清寿

上下水道部
次長

兼下水道課長
岩谷　友一郎

農林商工部
次長

兼農林振興課長
木村　喜代美

市民部
次長

兼国保年金課長
小野地　淳司

健康福祉部
次長

今田　秀俊

建設部
次長

兼道路河川課長
福田　繁

総務部
次長

兼税務課長
佐藤　哲男

生涯学習部
次長

兼南外公民館長
高橋　公太郎

定期人事異動・組織機構の見直し平成24年度

４月からの新体制を紹介

組
織
機
構
の
見
直
し

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
独
立

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
強

化
す
る
た
め
、
保
健
師
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

を
増
員
。さ
ら
に
、
高
齢
者
支
援
班
を
含
め

て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
社
会
福
祉

課
か
ら
独
立
さ
せ
、課
の
扱
い
と
し
ま
し
た
。

１
７
８
人
を
派
遣

職
員
の
法
人
派
遣

　

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
社
会
福
祉

施
設
等
の
法
人
化
に
よ
り
、各
法
人
へ
の
職

員
派
遣
数
は
１
７
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

派
遣
先
、派
遣
職
員
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
大
仙
ふ
く
し
会
事
務
局

お
よ
び
関
連
６
施
設
／
１
３
０
人

○
大
空
大
仙
事
務
局

お
よ
び
関
連
13
園
／
43
人

○
大
曲
保
育
会
事
務
局
／
３
人

○
医
療
法
人
道
真
会
／
２
人

　
ま
た
、法
人
委
譲
に
伴
い
、幼
稚
園
教
諭
、

保
育
士
、
介
護
士
か
ら
新
た
に
10
人
が
一
般

職
へ
職
種
換
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○異動総数／477人
○退職者／77人
○新規採用者／25人
（秋田県教育庁から
の派遣２人を含む）
○帰任／１人
（秋田県からの権限
移譲事務指導１人）

異動規模

【派遣職員】
○秋田県企画振興部市町村課へ
○秋田県産業労働部企業立地事務所へ
○秋田県後期高齢者医療広域連合へ
○秋田県健康福祉部医務薬事課へ
○秋田県地方税滞納整理機構へ
○経済産業省東北経済産業局へ
○国際教養大学事務局企画課へ
【人事交流】
○秋田県企画振興部地域活力創造課へ
○ＪＡ秋田おばこへ
○大曲仙北広域消防本部へ
【災害派遣】
○岩手県宮古市へ

１人
１人
１人
１人
１人
１人
１人（２年目）

１人（２年目）
１人
１人（２年目）

２人

職員派遣の状況

○大曲通町地区市街地再開発組合の
事務支援
○西部地区へ新規就農者研修施設設
立のための事務支援および法人化
支援センターの指導業務支援
○建築技師の技術指導および大曲通町
地区市街地再開発組合の事務支援

１人

１人

１人

再任用職員の状況（定数外職員）
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大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

人　口 89,290 人 （-270）
　男 41,994 人 （-135）
　女 47,296 人 （-135）
世帯数 30,908 世帯 （＋   5）

人
口
増
減

内

　
　訳

出　生   32 人
死　亡   116 人
転　入   350 人
転　出   536 人

3/31現在

※(  ) 内は前月比

手続きはお早めに
家族介護用品の支給
に関する申請を、地域
包括支援センター、各
支所市民サービス課
で受け付けています。

みなさんからの
「さくら情報」をお
待ちしています

４
月
16
日
か
ら

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
業
務
を

大
曲
庁
舎
で
行
い
ま
す

　

ペ
ア
ー
レ
大
仙
内
の
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
業
務

（
市
民
活
動
に
関
す
る
相
談
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
支
援
な
ど
）を
、
4
月
16
日

か
ら
大
曲
庁
舎
の
男
女
共
同
参

画・交
流
推
進
課
で
行
い
ま
す
。

　

印
刷
機
や
パ
ソ
コ
ン
、
会
議

室
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
ペ
ア
ー

レ
大
仙
内
の
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
で
使
用
で
き
ま
す
。

　

印
刷
機
・
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

希
望
の
方
は
ペ
ア
ー
レ
大
仙
の

窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

会
議
室
の
利
用
を
希
望
す
る

方
は
男
女
共
同
参
画
・
交
流
推

進
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
印
刷
機
等
の
利
用
時
間
／

 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

 

（
日
曜
、祝
日
を
除
く
）

◆
利
用
料
金
／
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

 

男
女
共
同
参
画・交
流
推
進
課

 

内
線
２
９
７

み
ん
な
で
つ
く
る

大
仙
市
さ
く
ら
マ
ッ
プ

　

市
で
は
、市
民
と
行
政
と
の
協

働
に
よ
る
桜
の
保
全
活
動
を
行

い
、元
気
な
桜
を
次
世
代
に
引
き

継
い
で
い
く「
桜さ

く
ら
も
り守
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
地

域
の
桜
の
名
所
や
観
桜
ス
ポ
ッ

ト
を
写
真
で
紹
介
す
る
「
大
仙

市
さ
く
ら
マ
ッ
プ
」
を
作
成
。市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、

身
近
に
あ
る
桜
を
知
っ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
保
全
活
動
の
ピ

ー
ア
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
事
業
補
助
金

を
活
用
く
だ
さ
い

　

地
域
振
興
に
役
立
つ
知
識
や

技
術
な
ど
を
習
得
す
る
た
め
に

行
う
研
修
事
業
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
12
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
方
、
ま
た
は

市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
り
、

地
域
振
興
に
貢
献
す
る
団
体

◆
対
象
事
業
／
地
域
振
興
を
担

う
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る

研
修
で
、
市
外
で
３
日
以
上

行
う
も
の（
海
外
研
修
も
可
）

◆
対
象
経
費
／
交
通
費
、
宿
泊

費
、研
修
費
等

◆
補
助
額
／
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
で
上
限
が
①
個
人

で
国
内
10
万
円
・
海
外
30
万

円
②
団
体
で
国
内
50
万
円
・

海
外
１
５
０
万
円

◆
申
込
期
限
／
研
修
実
施
日
の

３
カ
月
前

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

総
合
政
策
課 

内
線
２
２
９

農
業
者
戸
別
所
得
補
償

制
度
に
設
け
ら
れ
た

新
た
な
助
成
制
度
を

活
用
く
だ
さ
い

　

平
成
23
年
度
か
ら
本
格
実
施

さ
れ
て
い
る
農
業
者
戸
別
所
得

補
償
制
度
。農
業
に
意
欲
的
に

取
り
組
む
担
い
手
農
家
を
支
援

す
る
こ
れ
ま
で
の
「
規
模
拡
大

加
算
交
付
金
」に
加
え
、
平
成
24

年
度
か
ら
新
た
な
助
成
制
度
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、農
業
者
の

方
に
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
ご
覧
に
な
る
か
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
新
設
さ
れ
た
助
成
制
度
／

○
青
年
就
農
給
付
金

　

対
象
／
新
た
に
就
農
し
た

方
、
ま
た
は
就
農
の
準
備
を

し
て
い
る
方

○
農
地
集
積
協
力
金

 

対
象
／
農
地
集
積
に
協
力
す

る
方

【
問
い
合
わ
せ
】

 

各
支
所
農
林
建
設
課

 

農
林
振
興
課 

内
線
２
５
６

身
近
な「
さ
く
ら
情
報
」を
募
集

　

さ
く
ら
マ
ッ
プ
の
充
実
を
図

る
た
め
、
み
な
さ
ん
か
ら
の「
さ

く
ら
情
報
」を
募
集
し
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
携
帯
電
話

な
ど
の
カ
メ
ラ
で
、
あ
な
た
の
身

近
に
あ
る
桜
の
開
花
状
況
や
隠
れ

た
名
所
な
ど
を
撮
影
し
、
メ
ー
ル

に
添
付
し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
２
０
１
２
年
版
大
仙

市
さ
く
ら
マ
ッ
プ
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
観
光
情
報
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
ま
す
。

◆
写
真
と
一
緒
に
情
報
提
供

 

し
て
い
た
だ
き
た
い
内
容
／

 

撮
影
日
時
と
場
所

 

（
公
園
名
や
道
路・河
川
名
な
ど
）

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
情
報
は
、さ
く

ら
マ
ッ
プ
で
公
開
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
／

 

１
メ
ガ
バ
イ
ト
以
下

◆
あ
て
先
／

	
sakuram

ori@
city.daisen.akita.jp

※
メ
ー
ル
の
件
名
に
「
さ
く
ら
情
報
」

と
記
入
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

総
合
政
策
課 

内
線
２
３
６
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臨時職員募集

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
の

臨
時
職
員
を
募
集

　

子
育
て
中
の
親
子
の
交
流
な

ど
を
支
援
す
る
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

選
考
は
面
接
で
行
い
、
詳
細

は
申
込
者
に
連
絡
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
子
育
て
に
関
す

る
知
識・経
験
が
あ
る
方

◆
募
集
職
種・人
員
／

 

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー・３
人

◆
勤
務
日
／
毎
週
木
曜
日・金
曜

日・土
曜
日
の
う
ち
２
日
程
度

※
８
月
13
日・14
日
、年
末
年
始
は
休
み

◆
勤
務
時
間
／

 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
勤
務
場
所
／

 

子
育
て
支
援
拠
点
施
設

 

（
中
仙
市
民
会
館
ド
ン
パ
ル
内
）

◆
賃
金
／
時
給
７
９
０
円

 

（
通
勤
手
当
な
し
）

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
を
児
童
家
庭
課

に
提
出（
郵
送
可
）

◆
申
込
期
限
／
５
月
１
日（
火
）

 

※
必
着

◆
採
用
予
定
日
／
６
月
１
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

児
童
家
庭
課 

内
線
１
２
７

 

〒
０
１
４
―
８
６
０
１

 

大
仙
市
役
所
児
童
家
庭
課

 
（
住
所
省
略
可
）

旧
池
田
氏
庭
園
公
開
時

な
ど
に
活
動
す
る

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集

　

国
指
定
名
勝
「
旧
池
田
氏
庭

園
」の
特
別
公
開
時
な
ど
に
、
庭

園
の
案
内
や
会
場
の
管
理
を
す

る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
方
に
は
全

４
回
の
研
修
会
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◆
研
修
会
期
日
／
５
月
９
日
か

ら
30
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

（
全
４
回
）

◆
時
間
／

 
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

◆
会
場
／
旧
池
田
氏
庭
園
内

「
穆ぼ

く

如じ
ょ

亭
」（
休
憩
展
示
施
設
）

◆
定
員
／
20
人

◆
参
加
費
／
５
０
０
円

 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
）

◆
申
込
期
限
／
５
月
２
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

文
化
財
保
護
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）８
９
７
２

　神岡に計画されている
県の新規工業団地。
　環境への影響を調査し
た結果が記された評価書
の縦覧を行っています。
◆期間／
 ５月１日（火）まで
◆縦覧場所／
 企業対策課、神岡支所市
民サービス課、県産業集
積課

【問い合わせ】
 企業対策課 内線258
 神岡支所市民サービス課

県新規工業団地
環境影響評価書を
縦覧中

　

防
災
に
関
す
る
基
本
的
な
知

識
と
技
術
を
身
に
付
け
、
災
害

時
に
は
行
政
機
関
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
連
携
し
、住
民
の
避
難
、

救
助
、
避
難
所
の
運
営
な
ど
を

行
う「
防
災
士
」。

　

市
で
は
、
地
域
防
災
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
防
災

士
研
修
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
災
害
に
関
す
る

知
識
の
ほ
か
、
避
難
所
の
開
設

と
運
営
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
と
活
用
な
ど
を
演
習
を
交

え
て
学
ん
だ
後
、
防
災
士
資
格

の
取
得
試
験
を
行
い
ま
す
。

※
防
災
士
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士

機
構
が
認
定
す
る
民
間
資
格
で
す
。

※
研
修
講
座
は
同
機
構
の
認
証
機
関

で
あ
る
防
災
士
研
修
セ
ン
タ
ー
の

協
力
を
得
て
開
催
し
ま
す
。

地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
役

「
防
災
士
」の
資
格
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

◆
対
象
／
自
主
防
災
組
織
の
メ

ン
バ
ー
、
防
災
に
関
す
る
仕

事
を
し
て
い
る
方
な
ど

◆
期
日
／

 

６
月
26
日（
火
）・27
日（
水
）

◆
時
間
／
午
前
９
時
15
分
〜

午
後
６
時
30
分

◆
会
場
／

 

大
曲
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
50
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
参
加
費
／
３
０
０
０
円

 
（
防
災
士
資
格
取
得
試
験
受
験
料
）

※
研
修
講
座
受
講
料
５
万
１
０
０
０

円
、
資
格
認
証
登
録
料
５
０
０
０

円
は
市
が
助
成

◆
申
込
期
限
／
５
月
18
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

総
合
防
災
課 

内
線
２
８
６

たくさんの方々から好評をい
ただいている「大仙市温泉共通
入浴券」。今年は６月と10月に
販売予定

１
５
１
人
が
当
選

大
仙
市
温
泉
共
通
入
浴
券

ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス

　

市
所
有
の
７
つ
の
温
泉
で
使

え
る
入
浴
券
を
８
回
分
セ
ッ
ト

に
し
た
「
大
仙
市
温
泉
共
通
入

浴
券
」。今
回
は
、
ス
タ
ン
プ
を

８
つ
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽

選
で
温
泉
宿
泊
券
や
回
数
券
が

当
た
る
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
を
用

意
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
５
１
９
３
枚
か
ら

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、１
５
１
人

の
方
が
当
選
し
ま
し
た
。当
選
さ

れ
た
方
に
は
、各
温
泉
施
設
等
か

ら
賞
品
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

温
泉
共
通
入
浴
券
は
、
例
年

ど
お
り
10
月
に
販
売
す
る
ほ
か
、

今
年
は
６
月
に
も
販
売
す
る
予

定
で
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

商
工
観
光
課 

内
線
２
４
９

▼ご利用案内
入館の際、本券をフロントに提

示してください。

本券は換金できません。

本券の紛失・盗難等による再発
行はしません。

利用毎にスタンプを押印します。
スタンプがいっぱいになると利用

できません。

▼ダブルチャンス
有効期限終了後、この入浴券

でお楽しみ抽選を行います。（
詳しくはフロントまで）

記入いただいた個人情報は、
プレゼント発送以外には利用

しません。

・上の温泉施設で、合わせて８回分の
入浴に利用できます。

・八乙女温泉さくら荘は、他の施設１
回分で２回の入浴ができます。

・本券１枚に付き3,200円相当の入
浴料として利用できます。

大仙市温泉共通入浴券
日ごろのご愛顧に感謝キ

ャンペーン 2011

平成24年２月29日（水）まで
（上の期限以降は無効になります）有効期限

販売価格 2,000円（税込）

企画・販売  大仙市第三セクター・温泉
施設の支配人等定時連絡会

住 所
氏 名　　　　　　　　　電話番号

住所、氏名等を記入し利用施
設フロントに提出ください。
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　株式会社協和振興
開発公社（久米正雄代
表取締役）が３月８日、
東日本大震災の義援
金31万990円を日本
赤十字社秋田県支
部に贈呈しました。
　協和スキー場と
協和温泉「四季の
湯」、道の駅協和を
運営している同公社。スキー場の利用者とともに被災地支
援ができないかと考え、昨年12月23日から３月４日まで、
リフト１回の利用につき１ポイントを計上するキャンペ
ーンを企画。利用回数は延べ30万3,260回で、１ポイントを
１円として換算（30万3,260円）。四季の湯に設けた募金箱に
寄せられた7,730円と合わせて義援金として贈呈しました。
　昨年の４月と６月には、岩手県大船渡市の避難所で炊き
出しを行った同公社。贈呈式では、久米代表取締役が「これ
からもできる限りの支援をしていきたい。被災地復興のた
め義援金を役立ててほしい」とあいさつ。日本赤十字社秋
田県支部の渡部敬二事務局長に目録を手渡しました。

桜 の手入れ講習会
元気な桜を次世代に残そう

　桜の手入れ講習会が３月25日、大曲農業高校で行われました。
市民と行政との協働による桜の保全活動を行い、元気な桜を
次世代に引き継いでいく「桜

さくらもり

守プロジェクト」の一環として行
われた講習会。地域住民と大曲農業高校の生徒合わせて28人
が参加しました。
　手入れ作業に先立ち、中仙の八乙女山の環境保全に取り組
む「八乙女山を守る会」（熊谷勲会長・会員19人）会員で樹木医の
黒坂登さんが、桜の望ましい成育環境や病気になった枝の見
分け方、野鳥による被害への対策などを解説。「桜は手を掛け
た分だけ応えてくれる。先人が思いを込めて植えた桜をさらに
元気にして、次の世代へ引き継いでいこう」と呼び掛けました。
　その後、参加者は八乙女山を守る会と大曲緑化環境整備造
園業協会（元吉謙太郎会長）の方々の指導のもと、校内の桜の手
入れ作業を体験。病気になった枝の剪

せんてい

定に汗を流しました。 病気になった桜の枝を剪
せんてい
定する大曲農業高校の生徒

渡部事務局長（写真右）に目録を手渡す
久米代表取締役

日本赤十字社秋田県支部に義援金を贈呈
株式会社協和振興開発公社

　「嶽六所神社奉納ぼんでん」が３月18 日、神岡
の神宮寺で行われました。家内安全、商売繁盛、五
穀豊穣を祈願して行われるぼんでんの奉納は、
400年以上の歴史がある神岡の伝統行事。今年は
各地区から11本のぼんでんが奉納されました。
　早朝から町を練り歩き、ぼんでんを披露した男
衆は、神宮寺大門小路にある「一の鳥居跡」で激し
くもみ合った後、神宮寺嶽（標高277㍍）の山頂にあ
る嶽六所神社を目指します。
　およそ１時間かけて険しい山道を登り、ぼんで
んは嶽六所神社に到着。神主のおはらいを受け、
社殿に無事奉納されました。

嶽六所神社奉納ぼんでん
色とりどりのぼんでんが春を告げる

神宮寺大門小路にある「一の鳥居跡」で
激しくもみ合う男衆



【問い合わせ・申し込み】
 健康増進センター中央 ☎0187-62-1015

東部 ☎0187-56-7211
西部 ☎0187-75-0476

※成分献血は予約が必要です。
※会場・時間は、変更になる場合があります。

期日 時間 会場

【中央】
１日
（火）
全血

10:00～
12:00 イオンモール大曲13:00～
16:00

【東部】
８日
（火）
成分

10:00～
12:00 中仙農村環境

改善センター13:00～
16:00

【中央】
10日
（木）
全血

10:00～
12:00 大曲庁舎　
13:20～
14:30

パチンコひまわり
秋田大曲店

14:50～
16:00 （株）自然科学調査事務所

【西部】
18日
（金）
全血

10:00～
11:20

協和精密工業（株）
秋田工場

11:30～
12:40

宮腰精機（株）
刈和野工場

14:00～
14:50

比内時計工業（株）
刈和野工場

15:30～
16:30

（株）大晃商事
アースクリーン刈和野

【中央】
28日
（月）
全血

10:00～
11:30

（株）オールホンダ
大曲四ツ屋店

13:00～
14:30 老人保健施設なごみのさと
15:00～
16:00

日本コムシス（株）
大曲営業所

あなたの献血で助かる
いのちがあります

５月の献血日程

4月16日月 〜 5月5日土

【問い合わせ・申し込み】
 県立農業科学館（月曜休館）
 ☎ 0187-68-2300

開館時間／
午前９時30分～午後４時30分

【春のクラフト展】
期間／５月２日（水）から６日（日）まで
【山野草展】
期間／５月３日（木）から６日（日）まで
【農業試験場紹介展】
期間／５月27日（日）まで

 

企
画
展

【おやこ自然教室】
　親子で夏野菜の植え付けを体験
しませんか。※要申し込み
日時／５月19日（土）

午前９時30分～ 11時 30分
定員／20組
参加費／無料

 

教
室

５月農業科学館
イベント情報

月30 外 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111

火17

火24

土28
東日本大震災被災地・被災者支援の集い
■午後１時30分～４時30分■大曲市民会館・大ホール
余目さくら花火観賞会
■【観桜会】正午～【花火鑑賞会】午後７時～
■余目公園 ▶P.14

水25 なかせん桜まつり（～５月６日）
■道の駅なかせん、八乙女公園 ほか ▶P.14

27 金 第３回協和さくらまつり（～28日）
■午前９時～■米ヶ森公園 ▶P.14

26 木 子育てママの就職相談（要申し込み）
■午後１時～４時■女性センター

23 月 介護予防いきいき隊研修会（１日目）※申込者のみ
■午前９時30分～午後３時50分■仙北ふれあい文化センター

水2 神岡小学校開校式
■午前10時～■神岡小学校（旧神宮寺小学校）

19 木

外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  畠山歯科医院（大曲）☎ 0187-62-3636
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

29 日
昭和の日

外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111木3
憲法記念日

外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131金4
みどりの日

外 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111土5
こどもの日

164／ 月
太田地域行政相談■午前９時～正午■太田庁舎相談室
大曲地域行政相談■午前10時～正午■大曲庁舎市民ホール
南外地域行政相談■午前10時～正午■南外コミュニティセンター
協和地域行政相談■午後１時～４時■協和市民センター（和ピア）

水18
大仙市総合民俗資料交流館「くらしの歴史館」
一般公開開始
■午前９時～午後４時30分■旧峰吉川小学校（入場無料）
神岡地域行政相談■午前10時～正午■神岡福祉センター
仙北地域行政相談■午後１時30分～４時■仙北庁舎

21 土 西仙北地域行政相談■午前10時～正午■高齢者ふれあいセンター

金20
地域活性化モデル事業・健康教室 ※毎週金曜日
■午前９時30分～11時 30分 ■大曲武道館
【問い合わせ】 大曲体育館 ☎ 0187-63-1122

南外小学校開校式
■午前10時～■南外小学校（旧南楢岡小学校）
西仙北中学校開校式
■午後２時～■西仙北中学校（旧西仙北東中学校）
県新規工業団地 環境影響評価書縦覧 終了日
■企業対策課、神岡支所市民サービス課、県産業集積課 ▶P.９

火5／ 1

22 日
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  冨塚歯科医院（西仙北）☎ 0187-75-1125
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

DAISEN City Public Relations 2012.4お知らせ版11

休日救急医療（仙北組合総合病院内）	 ※日曜日・祝日・年末年始

☎ 0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時〜午後３時

大仙市の行事予定

歯 … 休日歯科当番医
午前９時～正午

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

外 … 休日外科当番医
午前 10 時～午後４時
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ドンパン踊り練習会
■日時／４月17日（火）午後７時～
※毎月第３火曜日に開催
■会場／中仙農村環境改善
センター（中仙庁舎隣り）
【問い合わせ】
 中仙観光協会
 ☎0187-42-8230

中仙

日本美術院・院友
山田美知男日本画展

■期間／４月28日（土）から５月６
日（日）まで※５月１日（火）を除く
■時間／午前９時～午後５時
※４月28日（土）のみ正午～
■会場／中仙市民会館（ドンパル）
【問い合わせ】
 大仙市美術愛好会事務局
 ☎0187-57-2731

中仙サンクエスト大曲
フラサークル会員募集

　初回は無料で体験できます。気
軽にお越しください。
■日時／毎月第２・第４月曜日
【午前コース】午前10時15分～
【午後コース】午後７時15分～
■会場／サンクエスト大曲
■参加費／月2,500円
【問い合わせ・申し込み】
 室谷さん ☎090-4048-4238

大曲

はぴねすフラ大仙校
生徒募集

　初級・中級コースの生徒を募集し
ます。初回は無料で体験できます。
■期日／毎月第２・第４木曜日の
午後７時15分～８時45分
■会場／はぴねす大仙
■参加費／月2,500円
【問い合わせ・申し込み】
 室谷さん ☎090-4048-4238

大曲

サンクエスト大曲
筆ペンサークル会員募集

■日時／毎月第１・第３月曜日の
午前10時～正午
■会場／サンクエスト大曲
■参加費／月1,000円（教材・雑費含む）
【問い合わせ・申し込み】
 サンクエスト大曲
 ☎0187-63-5572

大曲

障がい者スポーツ教室
参加者募集

■日時／５月16日（水）
午前10時～11時30分

■会場／大曲体育館
■参加費／無料（傷害保険は主催者側
で加入します）
■申込期限／５月９日（水）
■内容／卓球バレー、ボッチャ
■持参するもの／内履き
【問い合わせ・申し込み】
 大仙市社会福祉協議会本所
 ☎0187-63-0277
 生活支援課
 ☎0187-63-1111 内線177

大曲

各種講習
受講者・会員募集

【大曲自然友の会・大曲花いっぱい
運動の会会員募集】

　花の苗植えや手入れ、春と秋の
先進地視察研修や自然観察会など
をとおして、身近な自然環境につ
いて考えてみませんか。
申込期限／４月27日（金）
【西山山野草共生会会員募集】
　中沢湿原（県立農業科学館周辺）を
中心に、西山一帯の自然環境保全
活動などを行っています。
申込期限／４月27日（金）
年会費／500円
【大曲高齢者大学受講者募集】
　健康で生きがいのある生活を目
指して、月に１回程度、学習会や野
外研修などを行います。
申込期限／５月18日（金）
【問い合わせ・申し込み】
 生涯学習課 ☎0187-63-7262

大曲

カ・フラ・レオマナ
無料フラダンス教室

　１日２回開催。フラダンスで癒
しの時間を過ごしてみませんか。
■期日／５月１日（火）・15日（火）・
29日（火）、６月５日（火）
■時間／午後３時～、午後６時～
■会場／はぴねす大仙
■講師／レオマナ・ミキコさん
【問い合わせ・申し込み】
 はぴねす大仙 ☎0187-88-8722

大曲

開花間近です
高屋敷の水芭蕉

　刈和野高屋敷地区の水芭蕉が開
花間近です。水面に浮かぶ水芭蕉
の白と葉の緑が織りなす色鮮やか
なコントラストをご覧ください。
【問い合わせ】
 西仙北支所市民サービス課
 ☎0187-75-2965

西仙北

４月18日オープン
大曲花火通り産直市

　新鮮な野菜や手作り加工品など
を各種とりそろえています。
■期日／４月18日からの毎週水曜日
■時間／午前10時～正午
■会場／ペアーレ大仙駐車場
【問い合わせ】
 農林振興課
 ☎0187-63-1111
 内線246

大曲

ルームフレッシュフラワー
受講者募集

■期日／４月26日（木）、５月10日
（木）・24日（木）、６月14日（木）・28
日（木）
■時間／午前10時30分～、午後６
時30分～（１日２回）
■会場／はぴねす大仙
■受講料／無料（別途、花材代各回
1,000円）
■講師／竹内牧曈さん
【問い合わせ・申し込み】
 はぴねす大仙 ☎0187-88-8722

大曲

地域情報
知って得する
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ジュニアテニス教室
参加者募集

◆対象／市内の小学２年～６年生

◆期間／【上期】５月12日から８
月４日まで【下期】９月１日から11
月３日までの毎週土曜日

◆時間／午前10時～正午
◆会場／中央公園テニスコート

（大曲川原町）

◆参加費／１回300円
（別途保険料年間850円）

◆持参するもの／テニスシューズ、

飲料水、帽子（ラケットは貸出可）

【問い合わせ・申し込み】

 大仙市テニス協会 髙島さん

 ☎090-1495-4778

「山野草と野鳥を求めて」
参加者募集

◆期日／５月１日（火）午前８時30分
市役所大曲庁舎前出発（バス移動）

◆内容／刈和野、神宮寺、太田を回

り、山野草や野鳥を見学

◆参加費／無料（別途傷害保険料）

◆定員／30人
【問い合わせ・申し込み】

 生涯学習課 ☎0187-63-7262

成年後見制度市民公開セミナー
無料相談会

　法定後見制度や任意後見制度、

遺言、相続についての市民公開セ

ミナーと無料相談会を行います。

◆日時／４月28日（土）
【市民公開セミナー】

午後１時30分～２時30分
【無料相談会】午後２時30分～４時
◆会場／大曲交流センター

【問い合わせ】

 コスモス成年後見サポートセンター

 秋田県支部 今野さん☎0187-62-5756

相談前に申し込みが必要です
無料法律相談

◆日時／５月10日（木）
午前10時～午後３時

◆会場／大仙市社会福祉協議会本所

◆定員／８人

◆申込期限／５月８日（火）

◆相談員／久島憲晴さん（弁護士）

【問い合わせ・申し込み】

 大仙市社会福祉協議会本所

 ☎0187-63-0277

「男女共同参画かるた」
かるた読み札を募集

　男女共同参画をテーマにした、

かるたの読み札を募集します。

◆応募方法／いろはかるたの「い」

から「ん」までの50音から始まる読み
札作品（複数応募可）と住所、氏名、年

齢、電話番号を記入し、はがき、ファ

クス、メールのいずれかで応募

◆応募期限／５月20日（日）※必着
【問い合わせ・申し込み】

 秋田県南部男女共同参画センター

 「かるた読み札」係

 ☎0182-33-7018　℻0182-33-7038
 　 sagec-7002@abelia.ocn.ne.jp
 〒013-0046 横手市神明町1-9

①有坂和美先生のすてきで

美味しいランチとデザート

　今回は春のお弁当講座。「鶏つく

ね」「海老のピカタ」「にんじんの

しりしり」「青菜の胡麻和え」「ト

ウモロコシの炊き込みごはん」を作

ります。ヘルシーなスイーツ「モロ

ヘイヤの白玉」も紹介します。

日時／５月９日(水)午前10時～午
後０時30分
受講料／1,200円(別途材料費600円)
持参するもの／弁当箱

講師／有坂和美さん

（ペアーレ大仙「Platinum Time」講師）

②米粉でスイーツ

　米粉を使って「カレーパン」「ハム

ロールパン」「ドーナツ」を作ります。

日時／５月17日(木)午前10時～正午
受講料／1,200円（別途材料費600円）
講師／中島星子さん

（米香房お米でパン・パティシエ）

◆定員／各講座16人
◆申し込み方法／ペアーレ大仙窓

口で申し込み

◆申込期限／①５月６日（日）

②５月14日（月）
【問い合わせ・申し込み】

 ペアーレ大仙 ☎0187-63-8600

ペアーレ大仙
５月の料理教室特別講座　　　

ペアーレ大仙では、楽しく
学べる料理教室を企画し、
みなさんのお越しをお待ち
しています。

大曲技術専門校の
スキルアップセミナー

◆対象／会社等に勤務している方

①【第二種電気工事士筆記試験

（上期）準備講習（基礎編）】

期間／５月８日（火）から

11日（金）まで
②【イチから学ぶIllustrator講習】

期日／５月８日（火）・９日（水）

③【NC工作機械の基礎】

期日／５月９日（水）・10日（木）
④【ガス溶接技能講習】

期日／５月15日（火）・16日（水）
⑤【第二種電気工事士筆記試験

（上期）準備講習（実践編）】

期日／５月22日（火）・23日（水）
⑥【マシニングセンタ（プログラミング）】

期間／５月30日（水）から
６月１日（金）まで

◆時間／午前９時～午後５時

◆会場／大曲技術専門校

◆定員／①・⑤各20人、②10人、③・
④・⑥各15人
◆参加費／無料（別途テキスト代）

【問い合わせ・申し込み】

 大曲技術専門校民間訓練支援室

 ☎0187-62-6321

I
I



4 / 28
土

　大曲の内小友の余目公園で、桜
と一緒に夜空に咲き誇る花火を鑑
賞しませんか。
　提灯に照らし出される夜桜と夜
空を彩る花火のコラボレーション
をお楽しみください。
■日時／４月28日(土)
【観桜会】正午～
【花火鑑賞会】午後７時～
■会場／余目公園（大曲内小友）
【問い合わせ】
 余目さくら花火鑑賞会
 実行委員会事務局
 （小松煙火工業内）
 ☎0187-68-2625

夜桜と花火のコラボレーション
余目さくら花火観賞会

約1,500発の花火を打ち上げ予定

4 / 27
金

28
土・

　道の駅協和隣りの米ヶ森公園
で、グラウンド・ゴルフ大会や地場
産物の直売会、芸能発表ステージ
などを行います。
■日時／
【グラウンド・ゴルフ大会】
４月27日（金）午前９時～
【直売会・芸能発表ステージ】
４月28日（土）午前10時～
■会場／米ヶ森公園（道の駅協和隣り）
【問い合わせ】
 協和さくらまつり
 実行委員会事務局
 （協和支所市民サービス課内）
 ☎018-892-2111

地場産物の直売会にお越しください
第３回協和さくらまつり

協和の特産品、イワナの塩焼きも販売

4 25/ 水 5 6/ 日

　道の駅なかせんと八乙女公園で
桜まつりを開催します。
　ドンパン踊りや民謡、ヤートセ演
舞、東今泉八幡太鼓の披露のほか、
「ドンパンじっちゃ」ぬりえ大会、花
見野球大会、八乙女観桜俳句大会、
写真展、日本画展など楽しい企画
を用意しています。詳しい日程につ
いては、問い合わせください。
■期間／４月25日（水）から

５月６日（日）まで
■会場／道の駅なかせん、

八乙女公園 ほか
【問い合わせ】
 中仙観光協会 ☎0187-42-8230

楽しいイベントが盛りだくさん
なかせん桜まつり

道の駅なかせんでドンパン踊りを披露

14

だ い せ ん

長い冬を越えて 
春に会いに出掛けよう
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